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調査対象でない
施策の場合は、
市民の反応等

調査結果に対するコメン
ト、市民の反応等 　小･中学校における教育については、備前市の将来を担う人材の育成という観点から、市民の期待は大

きいものがあると考えている。教育は、事業展開が直ちに成果に結びつかない面があるが、満足度が高
くなってきているのは学校における教育活動への理解が少し深まったと考えられる。
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中学校振興事業 Ｂ

7.65

0.50

Ｂ

小学校振興事業 Ｂ

その他単市
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施設維持管理

☆

人工数人件費
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事業費

81.4

単市補助給付

その他単市
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1,10220,478

38,447 25,296

(総合計画から現在の
問題点を抽出)

実績

③
施策展開

目標

H21H20H19調査年度

(総合計画の施策部分
から、実施する施策
を抽出)

施策の対象と目的

(誰のために、何のた
めに)

現況と課題
②

読書活動の推進

特別支援教育の推進

特色ある教育活動の推進

情報化･国際化への対応

学校の統廃合の検討

家庭や地域との連携の推進
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50.0
2

目標

50.0

適応指導教室入室の入室者の割合

小・中学校施設の耐震化率

指導訪問等実施率

目標

113.0 71.4

達成率

3.60
H19H18

40.7

18,104
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4,195

18,795

139

595

2,584

0 218,3260
0 0

国県補助事業

国県補助事業

概左記の理由と同様であるが、成果指標に現れていない
学校支援事業も積極的に取組んでいる。

判断理由

市民意識調査の結果では、子ども達が楽しんでいる学校生活を
送っていると感じている市民の割合が低下している。家庭や地域
との連携をより一層進め、市民の理解と協力を得るため､学校運営
に関する情報公開を積極的に行っていくことも必要。

3

判断理由

二次評価一次評価

５：非常に高い　４：高い　３：どちらともいえない　２：低い　１：非常に低い

役職

学校支援事業や特色ある学校づくり推進事業等様々な事業展開をしているが、児童・生徒に快適な学習環境
を提供するという面で十分とはいえず､施設の老朽化も目立っている。今後、施設や備品等の整備・充実に
努めていく必要がある。特に、耐震補強工事については、補助率の嵩上げ期間が限定されており、予算の重
点的な配分が必要である。

3

評価

「生きる力」を持った児童・生徒の育成のため、また安
全安心な学校生活を送るためには必要な事業である。不
登校の出現率が上昇しており、対策が必要。

どの成果指標も学校教育に重要な指標であるが、すぐに、成果が出る
とは限らないので、継続して長期展望に立って進めていく必要があ
る。耐震化率については、財政的に難しいが、対象建物の耐震補強事
業が早急に進めていけるようにしたい。

基本施策への貢献度

2.90

氏名
教育次長
山本 健次

0.390.00

2,342

232,335
17,537

備　前　市　施　策　評　価　シ　ー　ト

140,935

政策の体系
大項目（基本目標）

20,891中項目（基本施策）
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事業分類

施　策　名
（小項目）

小・中学校（施設整備を含む）

0

H17

3,620
0

0.00
0

175.0

学校施設耐震化補強事業教育総務課

この施策に費やした資源（単位：千円，人）

耐震診断結果に基づき、Is値0.3以下の施設を優先して耐震補強工事を実施するため

10.90 618,740 38,895
H17

平成２１年３月末までの契約で岡山県から借り受けている当該用地を購入。

628,912

実施主体

教育総務課

560,545

新規に必要な事業・連携が必要な事業

伊里中学校用地取得事業

説明・期待される効果
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65.576.8
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　限られた予算や人員を活用しての施策展開が求められるため、
国や県への負担金などの見直しを行い、国や県並びに企業などが
行う事業を有効に活用し、成果を上げていく必要がある。

指導訪問実施率や耐震化率は目標値に近づいているが、市民
の意識調査等について、目標値より下がっているので、その
対策を考えながら長期にわたり継続して進めていく必要があ
る。

3

3

学校教育の充実という観点から、事業の統廃合だけでな
く内容の見直しが必要である。

単
位

26.2

H19 H20

40.0

H17 H18

目標値

1
40.0
30.7

子どもが楽しんで学校生活を送っ
ていると感じている市民の割合

達成率

過年度実績

40.0

17,493

評価年度

項　目

　 担当への指示
（今後の展開・協働の可
能性・事業見直し・新規
事業創出等）
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就学奨励事業
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0その他単市
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当初予算
細　事　業
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教材備品整備事業
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教材備品整備事業

吉永小学校体育館改築事業
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予算の
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小学校・中学校管理運営事業
スクールバス運行管理事業

小学校管理運営事業

中学校管理運営事業

電算機等借上事業

0.01

☆☆☆

100 0.01教員住宅管理事業

898

0.30
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7,220
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施設維持管理

施設維持管理

100
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事業費等（単位：千円，人）

人件費 人件費 人工数

H18

直　接
事業費

事務事業

評価結果

Ａ ～ Ｅ

(高 ～ 低)

生徒指導体制の充実･強化 3,065 0.35伊里小学校建物改修事業 166,052
教員の資質向上と指導の充実 片上小学校体育館建設事業

学校教育課長

青山　　求

64-1840

地域文化とひとが輝くまちづくり

作
成
者

役職コード

施策を構成する
事　務　事　業

03-01-02
氏名

電話

児童･生徒に安全で快適な学習環境の整備が求められているにもか
かわらず、施設整備の面で非常に遅れている。限られた予算の中
で、困難な点もあるが早急な対応が望まれる。また、少子化が進む
中、学校の再編整備計画も併せて検討する必要がある。

2

未来を支える人材を育むまちづくり

　社会の変化に主体的に対応できる人間性豊かな「生きる力」をもった児童･生徒の育成を目指し、家庭や
地域社会との連携を一層密にしながら、創意工夫を生かした特色ある教育活動の展開を図るとともに、児
童･生徒に安全で快適な学習環境を提供するため、学校施設等の整備、充実に努める。

　児童･生徒の社会性や規範意識、学ぶ意欲や自立心の低下、高い出現率で推移する不登校児童･生徒数な
ど、解決しなければならない多くの課題がある。そのため、確かな学力の育成とともに、心の教育の充実を
図るための取組が必要である。また、障害のある児童･生徒の指導については、一人一人の教育的ニーズを
的確に把握し、教育、福祉、医療などの面から適切な支援を行うことが求められており、特別支援教育の充
実、推進が課題となっている。

単市補助給付

単市補助給付
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H1７終了

H20当初(直接事業費)

409,039

予算配分方針コメント

評価

３中立

耐震済建物／対象建物
数

校内研修指導回数/小中
学校数

適応指導教室入室者数／１
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市民意識調査による

二次評価者コメント

経営戦略会議決定事項

小学校建設事業 Ｂ

施策の有効性
(評価年度の目標達成)

1

2 事業構成の適当性

目的達成度
(中･長期目標に対する)

3

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足
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備前市総合計画の内容から記載する

⑤　施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度・満足度



（平成19年度事業）

☆☆☆ ＄＄＄ 14,950中学校ALT配置事業 国県補助事業 13,788
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5,446＄＄＄4,997

1,6501,950
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☆

900
14,507

＄＄＄

0.25
800 ☆☆

人件費のみ0

スクールサポーター配置事業 国県補助事業 1,045

☆☆☆

☆☆☆

0.10

国公立学校難聴･言語障害教育研究協議会負担金事務 内部管理 3
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Ｂ
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国県補助事業

学校安全体制整備推進支援事業 内部管理

歯･口の健康つくり調査研究支援事業

特色ある学校づくり推進事業

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

国際理解教育推進事業
(含情報教育推進事業)

Ｂ

Ｂ

連携活動推進事業

中学校運営支援事業

教員研修事業

生徒指導推進事業 Ｂ

特別支援教育推進事業

Ｂ

施策名

施策を構成する
事　務　事　業

小・中学校（施設整備を含む）

中国地区壁地教育研究大会負担金事務

所　　属　　長　　評　　価

＄＄＄☆ 28

チャレンジワーク14事業

県中学校教頭会負担金

中学校教育人材活用事業

小学校運営事業

☆☆ ＄＄＄ 661

10,996
☆☆☆ ＄＄＄

10,470
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＄＄

H19終了
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その他単市 6,510
1,380

2,001
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1,023

0
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1,010
1,670ふるさと学習支援事業 単市補助給付 1,400

0.20 3,585
848離島教育振興事業 内部管理

☆☆☆200

学校図書館運営事業
8,382

0.15
中学校図書館司書配置事業 その他単市 4,952
小学校図書館司書配置事業

616
特色ある学校づくり支援事業 内部管理 3,500 3,830

☆☆ ＄＄＄

0.10 0.02
1,670

H18終了

0
0

0.10

小学校ALT配置事業

0
H19終了☆☆☆0

0.121,201

情報教育支援事業 内部管理

2,525

4,998 4,998
小学校における英語活動等国際理解推進事業 国県補助事業

障害児教育研究部支援事業 単市補助給付

法定事務就学指導委員会運営事業

特別支援学級負担金事務

30

0.07

33
40

45
42 42

0H19終了

☆☆☆ 人件費のみ

☆☆

☆ ＄＄

H20終了

＄＄

＄＄＄

＄＄＄

☆

705 ☆☆ ＄＄

＄＄＄

2,000

0.15 13,680
0

0

0

6,049

2,055

994

540

0.20

3

30

0

単市補助給付

単市補助給付 48

4,667

35
0.20 40 0.20

706
4,313適応指導教室運営事業 法定事務 3,603 4,154 ☆☆☆

648
900

共に生きる子ども育成プロジェクト事業 国県補助事業 0

2,560

国県補助事業

0
1,000

その他単市

スクーリングサポートネットワーク事業 国県補助事業 1,000 ☆☆☆

0.20

問題を抱える子ども等の自立支援事業

0.30スクールカウンセラー活用事業 1,227

3,605校内研修支援事業 内部管理 0
教育研修所運営事業 単市補助給付 822 757

0
「授業で勝負」支援事業

10
☆☆ ＄＄

0.35

88
700

400 ☆☆ ＄＄＄

1,601
650

0.16 10☆☆☆ ＄＄

☆ ＄＄＄ 648
401

＄＄ 347
教育研究部支援事業 単市補助給付 282

587
152☆☆☆ ＄＄129

71
部活動支援事業 内部管理 1,129 584

☆ ＄＄467 469
☆☆

岡山県中学校体育連盟負担金事務 内部管理 290
720661国県補助事業

0.55

734
132 66

71
H19終了内部管理

0.111,153

その他単市 936

662,630 0.25 164県中学校長会負担金 内部管理 323 171
980 ☆☆4,454中学校運営事業

☆☆

岡山県中学校教育研究会負担金事務 内部管理 156
☆☆☆ ＄＄＄国県補助事業 4,643 3,248 4,9214,318

＄＄＄ 154149 ☆

H19終了158
147

0.222,299

238238内部管理 532
県小学校教頭会負担金事務 内部管理 344 159

0.353,640

その他単市 11,990 2,815
県小学校長会負担金事務 H19終了

0.30
小学校教育人材活用事業 単市補助給付 8,894

＄＄＄音楽会･体育競技会等運営支援事業 内部管理 1,144
岡山県小学校教育研究会負担金事務

3,8132,638
＄＄＄ 20,74520,348 ☆☆☆

☆☆ ＄＄

1,9761,319
12,943

237
1,453

241 ☆242
☆☆

内部管理 256
☆内部管理 0 19

＄＄＄

0

事業分類

H17 H18

人工数

22僻地複式教育研究連盟負担金事務 内部管理 27

事務事業

細　事　業

事業費等（単位：千円，人）

評価結果

直　接
事業費

人件費 人工数 人件費
Ａ ～ Ｅ 直　接

事業費
人件費

小学校運営支援事業

直　接
事業費

H19

人工数

当初予算

施策への
貢献度

予算の
重要性

H20

☆☆☆
☆☆
☆

22

＄＄＄
＄＄
＄

(高 ～ 低)

直　接
事業費

⑥　施策構成事務事業の評価（続き）

記入しき
れない場
合の続き


